
【フレイルとは】



2. フレイルの概念及びその特徴と構造

（1）フレイルの概念【図1】

（2）フレイルの概念の特徴【図2】

（3）フレイルへの移行及びフレイルの進行の構造と基本的な留意点【図3, 4】

（4）フレイルの代表的な判定基準【図2, 5】



①健康と要介護の中間の時期

②多面的な要因が関係（身体的な衰えに心理的・社会的要因なども影響）

③適切な介入により機能を戻すことが出来る時期（可逆性）

フレイル とは、加齢により体力や気力が弱まっている状態

参考文献：葛谷雅文. 老年医学におけるSarcopenia & Frailtyの重要性. 日老医誌. 2009;46:279-285. doi.org/10.2169/naika.106.557

フレイルの概念
【図1】



日本版CHS基準（J-CHS）
（Fried model, Phenotype model）

項 目 評 価 例

①体重減少 6カ月で, 2kg以上の（意図しない）体重減少

②筋力低下 握力：男性＜28kg, 女性＜18kg

③疲労感 （ここ2週間）わけもなく疲れた感じがする

④ 歩行速度低下 通常歩行＜1m/秒

⑤身体活動低下
①軽い運動・体操をしていますか？
②定期的な運動・スポーツをしていますか?

上記の2つのいずれも「週に1回もしていない」と回答

5項目のうち、3項目当てはまればフレイル。

1～2項目ならフレイル前段階。

Satake S, Arai H. Geriatr Gerontol Int. 2020, 20 (10):992-993

CHS: Cardiovascular Health Study 
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the Women’s Health and Aging Study II. J Gerontol A Biol Sci Med Sci. 2008;63(9):984-990. doi: 10.1093/gerona/63.9.984
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サルコペニアに対する仮説モデル検証法による
社会性（社会参加・社会活動）の重要性

参考文献：Tanaka T, Son B, Lyu W, Iijima K. Impact of social engagement on the development of sarcopenia among community‐dwelling older 

adults: A Kashiwa cohort study. Geriatr Gerontol Int. 2022;22(5):384–391. doi:10.1111/ggi.14372
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介護予防チェックリスト （CL15）
【図5】


